
問新型コロナウイルス感染症対策本部（ 22-3141）

◎特別定額給付金の支給
「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」の趣旨を踏ま
え、感染拡大防止に注意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ的
確に家計への支援を行うため、「特別定額給
付金」を支給します。申請は郵送またはオン
ラインで受け付けます。
詳しくは、本誌２ページもしくは市ホーム
ページを確認してください。

◎��しおりの作成及び
　総合案内窓口の設置
各種支援策一覧をとりまとめた「新型コロナウイルス
感染症に関わる支援等についてのしおり」
を作成し、総合案内窓口を設置しました。
詳しくは、本誌２ページもしくは市ホー
ムページを確認してください。

●2ページ
　特別定額給付金のご案内 等
●3ページ
　各種相談窓口のご案内

新型コロナウイルス感染症
に関する情報を掲載しています

本誌「広報うじ」に掲載している情報は5月19日時点の情報です。最新の情報は、市ホームページで確認してください。
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子どもたちの未来が
「夢」と「希望」で
満ち溢れるように。

https://www.city.uji.kyoto.jp/site/corona/27340.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/corona/27564.html


各種相談窓口
感染に関する相談
●帰国者・接触者相談センター
　少なくとも以下のいずれかに該当する場合には、「帰国者・接
触者相談センター」にすぐに相談してください（これらに該当し
ない場合の相談も可能）。
・�息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症
状のいずれかがある場合

・��重症化しやすい人（※）で、発熱や咳等の比較的軽い風邪の症
状がある場合
※�高齢者や、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD等）等の基
礎疾患がある人や透析を受けている人、免疫抑制剤や抗がん剤
等を用いている人

・上記以外で発熱や咳等比較的軽い風邪の症状が続く場合
　症状が４日以上続く場合は必ず相談してください。症状には個
人差がありますので、強い症状と思う場合にはすぐに相談してく
ださい。解熱剤等を飲み続けなければならない場合も同様です。
※�相談の結果、必要に応じて、受付時間や受診方法（移動方法・
医療機関の入口）等についてお伝えします。
●妊娠している人
　念のため、重症化しやすい人と同様に、早めに同センター等
に相談してください。
●子ども
　小児科医による診察が望ましく、同センターやかかりつけ小
児医療機関に電話等で相談してください。

府山城北保健所　 21-2911　 FAX 24-6215
《受付時間》平日 午前 8 時半～午後 5 時 15 分
※上記時間外や、外国語での対応を希望する場合は、次の府健康
対策課に相談してください。

府健康対策課　 075-414-4726
《受付時間》平日、土・日曜日、祝日 24時間対応
《対応言語》英語・中国語・韓国語・ポルトガル語・スペイン語・
ベトナム語
※ベトナム語は午前 8時～午後 10時の対応
※聴覚に障害のある人をはじめ、電話での相談が難しい人は、
メールまたはFAXを利用してください。
coronasoudan@pref.kyoto.lg.jp FAX 075-414-4726

※�一般的な相談は、厚生労働省電話相談窓口 0120-565653
（フリーダイヤル）に電話してください（《受付時間》午前 9時
～午後 9時〈土・日曜日、祝日も対応〉）。

新型コロナウイルス感染症対策
生活等に関する相談
●労働相談
府労働相談所 0120-786-604（フリーダイヤル京都府
内限定） FAX 075-692-3452

《受付時間》月～土曜日＝午前9時～午後1時、午後2時～ 9時
（土曜日は午後 5 時まで、祝日を除く）

※フリーダイヤルがつながらない場合は、 075-661-3253 へ
●経営相談
宇治商工会議所　 23-3101

《受付時間》平日 午前 8 時 45 分～午後 5 時半

府よろず支援拠点　 075-315-8660
《受付時間》平日 午前 8 時半～午後 5 時

●国税納付の猶予制度に関する相談
大阪国税局　 06-6630-3680

《受付時間》平日 午前 9 時～午後 5 時
※管轄する都道府県は京都府、滋賀県、大阪府、兵庫県、奈良県、
和歌山県です。

●人権相談
みんなの人権 110番　 0570-003-110
インターネット人権相談窓口
HP https://www.jinken.go.jp/

●緊急小口資金・総合支援資金の特例貸付
社会福祉協議会　 22-5650
　生活費等の必要な資金の貸付け等を行う生活福祉資金貸付制度
の対象世帯を低所得世帯以外に拡大し、休業や失業等により、生
活資金でお悩みの人に向けた、緊急小口資金・総合支援資金の特
例貸付を実施しています。

●DV等にかかる電話相談
（市）男女共同参画課　
◎女性専用＝ 39-9379　
◎男性専用＝ 39-9377

《受付時間》午前9時～正午（月曜日、祝日を除く）
※1件の相談は30分

●子育てにかかる相談
　（市）こども家庭相談　 39-9178

《受付時間》平日 午前9時～正午、午後1時～４時
※各地域子育て支援拠点でも相談を受け付けています。

●●市税等の納付に関する相談
　新型コロナウイルス感染症の影響により、市税や保険料等の納付が困難な人は相談してください。分割納付、徴収猶予などが
出来る場合があります。

種類 担当課 種類 担当課
市税 納税課（ 20-8720） 介護保険料 介護保険課（ 20-8731）
国民健康保険料 国民健康保険課（ 20-8729） 水道料金・下水道使用料 営業課（ 20-8761）
国民年金保険料 年金医療課（ 20-8792） 保育所等保育料 保育支援課（ 20-8732）
後期高齢者医療保険料 年金医療課（ 21-0413） 市営住宅家賃 住宅課（ 20-8740）

本誌「広報うじ」に掲載している情報は5月19日時点の情報です。　　最新の情報は、市ホームページで確認してください。

新型コロナウイルス感染症は、世界中で人々の生命を脅かしていると共に、経済的にも甚大な影響を及ぼし、非常に
厳しい状況となっています。
市では、市民の皆さんの生命と健康・安全を守ることを第一に、感染拡大の防止と市内経済と市民生活への影響

を最小限にとどめるよう、引き続き国や京都府と一層連携し全力をあげて取り組んでいきます。市民の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　

総合案内窓口を開設し、支援等のしおりを作成しました
●総合案内窓口
支援策全体の紹介や概要の説明を行い、申請等の担当課を案内します。

《場所》市役所 1階市民交流ロビー　《受付時間》平日 午前 9時～午後 5時
●支援等のしおり　《配布場所》総合案内窓口及び市役所各課窓口　※市ホームページから印刷も出来ます。

特別定額給付金を支給します
「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」の趣旨を踏まえ、感染拡大防止に注意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計
への支援を行うために支給します。

《給付対象者》���原則として、基準日（2年4月27日）に、市の住民基本台帳に記録されている人
《受給権者》給付対象者の属する世帯の世帯主　※世帯全員分をまとめて世帯主に支給
《支　給　額》給付対象者 1人につき10万円
《申請方法》給付金の申請は、次の (1) または (2) のいずれかで行ってください。

※�配偶者等から暴力等を受け
て避難している人は、市役
所（22-3141〈代表〉）へ問い
合わせてください。

問新型コロナウイルス感染症対策本部（ 22-3141）

（1）郵送申請 （2）オンライン申請（マイナンバーカード所持者が利用可能） 
①�市が受給権者（世帯主）宛てに申請書と返信用封筒を郵送
②申請書に必要事項を記入し、次の書類を同封して市に返送
◎�受給権者（世帯主）の本人確認書類＝次のうちいずれか
　�マイナンバーカード・運転免許証・健康保険証・年金手帳
等の写し、または生活保護受給者証明書の原本
◎�振込先口座を確認出来る書類＝金融機関名（番号）・支店名
（番号）・預金種別・口座番号・口座名義が分かるもの（通
帳またはキャッシュカード等の写し）

①�パソコンまたはスマートフォンでマイナポータルサイト（ぴったりサービス）にアクセス
②�必要事項を入力し、振込先口座を確認出来る書類（金融機関名〈番号〉・支店名〈番
号〉・預金種別・口座番号・口座名義が分かるもの〈通帳またはキャッシュカード等〉
の画像データ）をアップロード

《注意事項》��受給権者（世帯主）のマイナンバーカードに加えて、署名用電子証明書の
暗証番号が必要となります。一定回数以上入力を誤るとロックがかかり、
市民課にてロック解除の処理と暗証番号再設定が必要となりますので注
意してください。

※署名用電子証明書の暗証番号は大文字の英字と数字の組み合わせです（６～16桁）
《支給方法》原則として、申請書に記入の、受給権者（世帯主）本人名義の口座への振り込み
《支給開始》郵送申請の場合は 6月中旬から、オンライン申請の場合は 5月末頃から順次
●特別定額給付金についての専用コールセンター・専用相談窓口を開設しました

感染拡大防止の観点から、給付金に関する問い合わせは、電話で専用コールセンターへお願いします。
電話をお持ちでない等のやむを得ない場合のために、専用相談窓口も開設しています。専用コールセンター・専用相談窓口は、
相談者が集中する時間帯にはお待たせする場合がありますのでご了承ください。
・専用コールセンター　 0120-74-0774（フリーダイヤル）《受付時間》平日 午前９時～午後５時
・専用相談窓口　《場所》市役所１階市民交流ロビー　《受付時間》平日 午前９時～午後５時
※総務省特別定額給付金コールセンター 0120-26-0020（フリーダイヤル）

《受付時間》午前９時～午後 6時半（土・日曜日、祝日も対応）

宇治市事業者おうえん給付金の申請を受け付けています
新型コロナウイルス感染症の影響で、私たちがこれまで経験したことのない世界的な外出自粛という状況になり、街では当た
り前のようにあった人の往来が途絶え、たちまち飲食業等の経営は危機に直面しています。市は、このような状況を受けて、市
民生活にとって身近な飲食業・卸売業・小売業（一部対象外あり）・認定農業者等の皆さん、京都府の休業要請にご協力いただい
た皆さんを対象に「宇治市事業者おうえん給付金」を支給します。

《受付期間》受付中～ 6月 15日（月）
《支給対象》飲食業・卸売業・小売業・認定農業者等、京都府休業要請対象事業者支援給付金の給付を受けた事業者
《支　給　額》中小企業・団体 20万円、個人事業主 10万円
※市内に複数の事業所（店舗、施設等）がある場合は、倍額を上限 (中小企業・団体 40万円、個人事業主 20万円 )

《申請方法》原則として、郵送（〒611-8501宇治琵琶33 産業振興課宛）または産業会館（宇治琵琶45-13）１階の専用ボックスへ投函。
支給要件や申請方法の詳細については、申請要項で確認してください。申請要項・申請書類は、産業会館 1階に配架している
他、市ホームページ「宇治NEXT（産業振興サイト）」から印刷も出来ます。
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ュ
ー
は
子
ど
も
た
ち
の
リ
ク

エ
ス
ト
も
聴
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
オ
ム
ラ
イ

ス
と
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
や
、
ワ
ン
プ
レ
ー
ト

に
色
々
盛
り
合
わ
せ
る
な
ど
、
工
夫
し
て
い
ま

す
。
出
来
る
範
囲
で
最
高
の
も
の
を
作
り
、
お

客
さ
ん
に
は
喜
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で

や
っ
て
い
ま
す
。

　

食
材
は
魚
や
野
菜
な
ど
、
色
々
な
と
こ
ろ
か

ら
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

み
ん
な
が
集
え
る
居
場
所

杉
本
：
子
ど
も
食
堂
と
聞
く
と
、「
困
っ
て
い
る

家
庭
の
子
ど
も
が
対
象
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
対
象
を
絞
っ

て
い
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

来
る
子
ど
も
も
い
れ
ば
、
子
ど
も
だ
け
で
来
る
子

も
い
ま
す
し
、
本
当
に
色
ん
な
人
が
来
ら
れ
ま
す
。

対
象
を
広
く
す
る
こ
と
で
、
来
や
す
く
な
り
、
み

ん
な
が
来
る
こ
と
で
、
新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
山
：
同
食
堂
の
中
に
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
が
あ
り

ま
す
。
待
ち
時
間
や
ご
飯
を
食
べ
た
後
な
ど
、

子
ど
も
は
そ
こ
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
休

憩
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
大
人
も
ゆ
っ
く
り

時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。

子
ど
も
が「
お
手
伝
い
」を
し
て
く
れ
る

福
山
：
同
食
堂
の
運
営
は
、
通
常
２
人
の
ス

タ
ッ
フ
で
対
応
し
て
い
て
、
私
が
調
理
を
担

当
し
、
も
う
一
人
が
オ
ー
ダ
ー
を
と
っ
た
り
ご

飯
を
運
ん
だ
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、
一
気
に

お
客
さ
ん
が
来
る
と
、「
て
ん
て
こ
舞
い
の
状

態
」
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、
常
連
の
子

ど
も
が
お
皿
を
運
ん
だ
り
、
伝
票
を
書
い
た

り
手
伝
っ
て
く
れ
て
、
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
を
見
て
、
小
さ
い
子
が
ま
ね
し
て
や

り
た
い
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

惣
菜
を
販
売
中
！

杉
本
：
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
営
業
時
間
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
、
出
鼻
を
く
じ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

貢
献
出
来
る
こ
と
と
し
て
、
惣
菜
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

福
山
：
家
で
お
店
の
味
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
毎
日
頑
張
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。
最

初
は
認
知
度
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
て
し
ま
い
ま
す
。

子ども食堂
子どもを「食」で支える

社会福祉法人宇治福祉園 理事長

杉
すぎもと

本  一
かずひさ

久さん

同食堂コック

福
ふくやま

山  理
まこと

さん

待ち時間は建物内にあるキッズルームで遊べます。 ある日のメニューのオムライス。

惣菜は小パック100 円、大パック 200円。取材時のメニューは「トラウトサーモ
ンフライとモロッコインゲン 自家製タルタルソース」と「チキンとビーツの春雨ヴィネ
グレットサラダ」でした♪

子どもの未来が
「夢」と「希望」で
満ち溢れるように。
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学
習
は
、
子
ど
も
が
大
人
に
な
る
過
程
で
必

要
な
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
し
か
し
、
学
習
す
る
こ
と
が
難
し

い
生
活
環
境
に
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
市
で

は
そ
う
し
た
環
境
に
合
わ
せ
、
学
習
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

５
月
19
日
現
在
、
中
止
し
て
い
ま
す
。
実
施

状
況
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

う
じ
ピ
ョ
ン
の
学
び
舎

問
生
活
支
援
課
（

2０
・
８
７
８
４
）

《
日
時
》
週
２
回（
原
則
、
月
・
木
曜
日
）

午
後
６
時
～
８
時

《
場
所
》
総
合
福
祉
会
館
（
宇
治
琵
琶
45
）

《
対
象
》
市
内
在
住
の
中
学
生（
利
用
に
は
審
査

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
同
課
へ
）

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
！！

学
習
支
援
事
業
を
新
た
に
開
始

　
「
遠
く
て
な
か
な
か
行
き
に
く
い
な
…
」
と

悩
ん
で
い
る
人
に
朗
報
で
す
。
移
転
後
の
大

久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
新
た
に
学
習
支
援

の
場
を
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
開
設

日
な
ど
は
現
在
調
整
中
で
す
が
、
決
ま
り
次

第
、
市
政
だ
よ
り
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
♪

考
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
少
人
数
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
進
度
に
あ
わ
せ
て
向
き
合

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

学
習
以
外
に
は
、
卓
球
台
な
ど
、
休
憩
時
間

に
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
く
つ
ろ
い
だ
り
す
る
こ
と

が
出
来
る
「
居
場
所
の
部
屋
」
も
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ッフ
と
し
て
意
識
し
て
い
る
こ
と

子
ど
も
の
話
を
聴
く
こ
と
で
す
。
聴
く
態
度

を
示
す
こ
と
で
、
子
ど
も
は
自
分
の
考
え
て
い

る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。「
考
え
る

力
」
を
育
て
る
一
助
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
ま
で
は
保
護
者
の
影
響
を
大
き
く
受

け
ま
す
。
学
び
舎
に
通
う
こ
と
で
、
保
護
者
以

外
の
大
人
や
自
身
の
近
い
将
来
の
大
学
生
と
接

す
る
こ
と
が
出
来
、
新
た
な
価
値
観
に
触
れ
、

進
路
に
つ
い
て
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
は
知
識
を
得
る
だ
け
で

な
く
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
調
べ
た
り
、
ス

タ
ッ
フ
に
質
問
し
た
り
、
逆
に
友
達
に
教
え
て

あ
げ
た
り
す
る
こ
と
で
、
大
人
に
な
っ
て
も
必

要
な
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
保

護
者
に
も
学
習
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
家
庭
訪
問
し
た
際
に
は
保
護

者
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。

嬉
し
い
出
来
事

初
め
て
来
た
と
き
は
不
安
そ
う
な
顔
を
し
て

い
た
子
ど
も
が
、
徐
々
に
明
る
い
表
情
に
な
っ
た

り
、
学
校
に
行
け
て
い
な
か
っ
た
子
ど
も
が
学
び

舎
に
通
う
う
ち
に
、
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
り
し
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
に

と
っ
て
「
居
場
所
」
が
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

学
び
舎
を
卒
業
し
た
子
の
体
験
談

僕
は
中
学
の
３
年
間
ず
っ
と
通
っ
て
い
た
の

で
、
卒
業
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
寂
し
か
っ
た

で
す
。

部
活
動
も
し
て
い
て
、
家
か
ら
少
し
遠
か
っ

た
の
で
始
め
は
不
安
で
し
た
が
、
通
う
う
ち
に

友
達
が
出
来
、
テ
ス
ト
の
点
数
も
伸
び
て
き
て
、

気
づ
い
た
ら
ほ
ぼ
休
ま
ず
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

家
で
は
分
か
ら
な
い
問
題
が
あ
っ
た
時
、
誰

に
も
聞
け
ず
勉
強
す
る
気
を
な
く
し
て
い
ま
し

た
。
う
じ
ピ
ョ
ン
（
学
び
舎
）
は
、
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
教
え
て
も
ら
え
、
自
分
が
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
が
質
問
し
や
す
か
っ
た
の
で
、
家
で
も

勉
強
す
る
気
に
な
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の

進
路
を
考
え
る
に
当
た
り
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
か
ら
色
々
教
え
て
も
ら
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
福
祉
系
の
高

校
に
進
学
し
た
い
と
考
え
、
希
望
ど
お
り
の
高

校
に
合
格
し
ま
し
た
。

も
し
、
う
じ
ピ
ョ
ン
（
学
び
舎
）
に
通
う
か

ど
う
か
悩
ん
で
い
る
な
ら
、
試
し
に
で
も
良
い
の

で
申
し
込
み
を
し
て
み
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

僕
も
大
学
生
に
な
っ
た
ら
、
今
度
は
支
え
る

側
と
し
て
携
わ
り
た
い
で
す
。

大学生
ボランティアからの

メッセージ

「
学
習
」
と
「
居
場
所
」

学
び
舎
に
は
、
毎
年
10
人
程
度
の
中
学
生
が

通
っ
て
き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
社
会
福
祉
協

議
会
の
職
員
や
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い

ま
す
。
学
習
内
容
は
基
本
的
に
は
自
習
で
す
が
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
た
り
、
一
緒
に

学習支援
子どもを「学び」で支える

「居場所の部屋」。勉強の休憩時間に、レッツ卓球 !

学習風景

社会福祉協議会職員

谷
たにぐち

口  公
きみひろ

洋さん

谷
たにぐち

口 明
あ き お

生さん田
た む ら

村 絵
え り

里さん

藤
ふじむら

村 高
たかゆき

透さん

社会福祉協議会職員

土
ど ば し

橋さん

「ここがあるから頑張れる。
大切な場所」とある子が話し
てくれたことが印象に残って
います。子どもがこれからも
安心して参加出来、大切な自
分の場所だと思ってもらえる
ように、携わっていきたいと
思います。

何度も参加していく中で、子
どもが親しみをもって接して
くれるようになります。最初
は距離があっても、声を掛け
てくれたり、休憩時間の遊び
に誘ってくれるようになった
り、そのときはやりがいをと
ても感じます。

頭ごなしに、「○○しなさい」
とは言わずに、子どもが自分
で考えられるような言葉遣いに
気をつけています。学校であっ
た出来事や好きな芸人さんなど
の話もしながら学習することで、
アットホームな雰囲気になるよ
う心掛けています。
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様
々
な
事
情
で
、
親
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が

出
来
な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。
里
親
制
度
と
は
、

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
に
、
あ
た
た
か
い
家
庭
環
境

の
も
と
で
育
つ
機
会
を
提
供
す
る
、
子
ど
も
の
幸

せ
の
た
め
の
制
度
で
す
。

里
親
を
支
援
し
て
い
る
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ

ン
タ
ー
の
里
親
制
度
担
当
者
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

里
親
の
種
類

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
　
　
　
　
　

気
持
ち
や
個
性
を
尊
重

里
親
に
子
ど
も
を
預
け
る
理
由
は
様
々
で
、
虐

待
等
で
実
親
か
ら
一
旦
引
き
離
さ
な
い
と
い
け
な

い
場
合
や
、
子
ど
も
、
ま
た
は
親
に
障
害
が
あ

り
、
安
心
・
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
た
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
預
け
先

と
し
て
、
児
童
養
護
施
設
や
乳
児
院
と
い
う
選

択
も
あ
り
ま
す
が
、
里
親
の
元
で
過
ご
す
こ
と

が
よ
り
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、「
永
続
性
」、
つ
ま
り
、
子
ど
も
が
小
さ
い
頃

か
ら
一
貫
し
て
関
わ
る
大
人
が
い
る
こ
と
で
愛
着

関
係
を
形
成
し
、
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
育

む
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
里
親

へ
す
ぐ
に
預
け
る
の
で
は
な
く
、
徐
々
に
一
緒
に

過
ご
す
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
も
ら
う
過
程
（
マ
ッ

チ
ン
グ
）
を
丁
寧
に
進
め
る
等
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
気
持
ち
や
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
対

応
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
に
最
善
を
つ
く
す

里
親
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
は
、
実
の
親
と

離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
や
別
離
を
経
験
し
て
お

り
、
新
し
い
環
境
を
一
か
ら
築
い
て
い
く
こ
と

は
、
想
像
以
上
に
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

里
親
制
度
は
子
ど
も
の
た
め
の
制
度
な
の
で
、

な
る
べ
く
、
そ
の
子
が
住
む
地
域
を
変
え
ず
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
里

親
に
預
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
む
地
域
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
と
、
学
校
を
転
校
す
る
こ
と
に

な
っ
た
り
、
友
達
関
係
を
一
か
ら
築
い
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
支
援
者
の
立
場
と
し
て
、
最
終
は
実

親
の
元
に
戻
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
た
め
、

住
む
地
域
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
、
実
親
、
里
親
が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
り

な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の
人
に
里
親
に
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
で

す
。
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
自
身
が
里
親
に

な
る
の
が
難
し
く
て
も
、
里
親
制
度
を
理
解

し
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
里
親
と
一
緒
に
考
え
、
悩

み
な
が
ら
少
し
で
も
里
親
の
負
担
が
少
な
く
な

る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
里
親
の体験

談

私
が
里
親
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
仕
事
を

辞
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
同
居
し
て
い
る
夫
の

母
か
ら
勧
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
母
は
民
生
委

員
を
し
て
お
り
、
私
も
里
親
制
度
の
こ
と
は

知
っ
て
い
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ

う
と
思
い
、
平
成
22
年
に
研
修
を
受
け
、
平
成

23
年
に
里
親
の
登
録
を
し
ま
し
た
。

私
は
実
子
も
い
た
の
で
「
養
育
里
親
」
を
し

て
い
ま
す
。
施
設
に
入
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
な

ど
を
一
時
的
に
預
か
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
が
、

期
間
は
様
々
で
、
今
の
里
子
は
約
５
年
に
な
り

ま
す
。

実
子
と
里
子
の
関
係
も
良
く
、
今
で
は
特
に

気
を
遣
う
こ
と
も
な
く
、
に
ぎ
や
か
に
や
っ
て

い
ま
す
。
里
子
と
し
て
来
る
子
は
、
事
情
が

あ
っ
て
ど
う
し
て
も
家
庭
で
暮
ら
せ
な
か
っ
た

り
、
実
の
親
と
暮
ら
せ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
の
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
で
も
役

に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
子
育
て
に
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
自
分
１
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
私
達
の
よ
う
な
里
親
と
つ
な
が
る

こ
と
も
出
来
る
の
で
、
行
政
、
児
童
相
談
所
等

に
ヘ
ル
プ
を
出
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「養育里親」と「養子縁組里親」
の違いは、将来、養子縁組を前提と
しているか否かがポイントです。
短期の「ホームステイ里親」は、

普段は児童養護施設で過ごす子ど
もが、長期休みに実親の元に帰れ
ない等の事情がある場合に利用しま
す。施設とは違う「家庭」を感じる
ことが出来ます。

※�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

５
月
19
日
現
在
、
中
止
し
て
い
ま
す
。
実
施

状
況
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
で
出
張
里
親
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す

問
こ
ど
も
福
祉
課
（

2０
・
８
７
３
３
）

毎
月
第
２
ま
た
は
第
３
水
曜
日
の
午
後
１
時

～
４
時
に
、
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
出
張
里
親
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
な
り
た
い
人
、
制
度
に
つ
い
て
興
味

が
あ
る
人
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

里親制度
子どもを「家庭」で支える

同センター　相談・判定課
寄り添い支援チーム課長補佐

小
お の

野 真
しんいち

一さん

同センター　同課
児童福祉司

弦
げ ん ま

間 亮
りょう

さん

市の相談会を通して、
毎年2～4組程度

里親に登録されています。

色 な々里親のカタチがあります

養子縁組里親
養子縁組を前提として、自分の家庭に迎え入れ、
養育する里親。

ホームステイ里親
週末や正月、長期休みの数日間だけ、子どもを養
育する里親。

養育里親
養子縁組を前提とせず、子どもが家庭復帰出来る
まで、または自立出来るまでの間、養育する里親。
養育期間はその子どもに必要な期間となるため、
数日～数年と様々。

「里親は経済的に余裕がないと
出来ない」ことはありません！

子育てにかかる費用（生活費や教育費、里親手当
等）は、国から費用が支給されます（支給額につ
いては、子どもの年齢や里親の種類によって異な
ります）。
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市
で
は
、
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め

の
施
策
等
を
進
め
る
た
め
、「
第
２
期
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
計
画
と
併
せ
て
、
様
々
な
困
難

な
状
況
に
あ
る
子
ど
も
が
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

れ
ず
、
前
向
き
に
成
長
出
来
る
よ
う
、
適
切
な

支
援
を
行
う
た
め
に
「
市
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
と
し
て
、
計

画
の
策
定
の
中
で
特
に
子
ど
も
の
貧
困
に
携
わ

ら
れ
た
寺
田
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
貧
困
」か
ら「
孤
立
」が
生
じ
る

「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
よ
る
問
題
は
様
々
あ
り

ま
す
が
、
一
つ
は
、「
孤
立
」
だ
と
考
え
ま
す
。

人
は
周
り
の
目
が
気
に
な
る
た
め
、「
貧
困
」
と

い
う
言
葉
を
避
け
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
心
の

中
で
は
生
活
が
大
変
で
福
祉
や
他
の
支
援
を
受

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
親
が
い
て
も
、
周
り
の

目
や
う
わ
さ
が
気
に
な
り
、
二
の
足
を
踏
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
親
は
さ
ら
に
生
き
づ
ら
く
な
り
、

そ
し
て
他
人
か
ら
助
け
を
求
め
な
く
な
っ
て

「
孤
立
」
し
て
し
ま
い
ま
す
。
親
が
「
孤
立
」
す

る
と
、
そ
の
子
ど
も
の
「
孤
立
」
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
全
て
の
子
ど
も
が
夢
と
希
望
を
持
っ

て
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
「
孤

立
」
を
取
り
除
く
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
で
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
様
々
な「
孤
立
」

例
え
ば
、
余
裕
は
な
い
け
ど
、
ぎ
り
ぎ
り
生
活

は
出
来
る
と
い
っ
た
家
庭
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。

子
ど
も
は
部
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
必
要
な

道
具
が
買
え
な
か
っ
た
り
、
遠
征
に
行
け
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
子

ど
も
は
諦
め
て
し
ま
い
、
友
達
の
中
で
も
自
分
だ

け
み
ん
な
と
違
う
と
い
っ
た
「
孤
立
」
が
生
じ
て

し
ま
う
の
で
す
。
そ
し
て
、「
孤
立
」
は
子
ど
も

の
「
自
己
肯
定
感
」
の
妨
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

「
友
達
と
一
緒
に
い
れ
な
い
、
も
う
い
い
や
」
と
、

夢
や
希
望
を
語
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
孤
立
」を
解
消
す
る
た
め
に

出
来
る
こ
と

親
そ
し
て
子
ど
も
の
「
孤
立
」
を
な
く
す
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
持
ち
、
社
会

全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
部
活
動
の
例
で
は
、
道
具
が
買
え

な
い
子
ど
も
が
い
る
な
ら
道
具
の
ス
ト
ッ
ク
を

準
備
す
る
等
、
周
り
の
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に

出
来
る
環
境
を
整
え
る
、
そ
う
い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
で
、
子
ど
も
の
「
孤
立
」
が
解
消
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
経
済
的

に
困
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
困
難
な
状
況
を
受

け
止
め
て
く
れ
る
環
境
が
あ
れ
ば
、「
孤
立
」
は

生
ま
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
簡
単
に
出
来
る
こ
と

は
「
声
を
掛
け
合
う
こ
と
」
で
す
。
私
の
近
所

に
保
育
所
が
あ
り
、
親
同
士
が
「
今
日
上
の
お

兄
ち
ゃ
ん
は
ど
う
し
た
の
」「
熱
を
出
し
て
家

に
寝
か
し
て
い
る
の
」「
大
事
に
し
て
あ
げ
て

ね
、
私
に
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
言
っ
て
ね
」

と
い
っ
た
会
話
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
大
事
に
し
て
ね
、
何
で
も
言
っ
て
ね
」
と
言
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
は
ほ
っ
と
安
心

出
来
ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
親
の
心
に
余

裕
が
出
来
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
家
庭
内
で

親
と
の
会
話
が
増
え
る
等
、
プ
ラ
ス
の
方
向
に

働
き
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
ご
近
所
付
き
合
い
も
希
薄
化

し
、
声
の
掛
け
合
い
が
中
々
出
来
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
夜
に
子
ど
も
の
激
し
い

泣
き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
隣

に
住
む
人
も
普
段
か
ら
の
関
わ
り
が
な
け
れ
ば
、

泣
き
声
が
す
る
家
の
人
へ
の
声
掛
け
に
躊
躇
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
し
、
虐
待
だ
っ
た
と

し
た
ら
、
子
ど
も
の
命
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
普
段
か
ら
挨
拶
や
会
話
な
ど
声
掛
け
が

あ
っ
た
と
し
た
ら
防
ぐ
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。

ま
ず
は
ご
近
所
の
人
や
身
近
な
人
と
挨
拶
だ

け
で
も
良
い
の
で
、
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

全
て
の
子
ど
も
に
夢
と
希
望
を

私
は
子
ど
も
に
「
こ
ん
な
仕
事
に
つ
き
た
い
」

「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
自
身
の
将

来
を
探
ら
せ
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
成
長
し
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意

識
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
行
政
や
関
係
機
関
な

ど
も
、「
福
祉
」
や
「
教
育
」
の
部
門
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、
必
要
な
情
報
を
共
有
し
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
や
親
に
適
切
な
支
援
が
出
来
る
よ
う
、

み
ん
な
で
手
を
取
り
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

まずは「挨拶」から始める
子育て支援。

京都文教大学
こども教育部こども教育学科

寺
て ら だ

田 博
ひろゆき

幸教授

宇治子育て情報誌を発行！
問地域子育て支援基幹センター（ 39-9109）　
　市や保育所（園）、認定こども園、幼稚園等が行う子
育て支援の他、各種手当や助成、保健医療制度、いざ
という時の相談窓口等、子育て情報を掲載しています。
また、LINEでは子育て支援のタイムリーな情報を発信
していますので、併せて活用してください。
　未就学児のいる家庭に5月中旬から送付している他、乳
児家庭全戸訪問事業でも配布しています。市の主な公共施
設にある他、市ホームページに掲載し、スマートフォンでも
閲覧出来ます。

プレゼント企画
　表紙の作者である宇治市出身の絵本作家カワチ・レンさんの作品「おつ
きさまのおさんぽ」か「おつきさまのともだち」を抽選で各5人にプレゼン
トします♪
申はがきに、氏名・住所・年齢、情報誌の感想、希望す
る作品名を書き、6月30日（火）まで（必着）に、同セン
ター（〒611-0021宇治里尻5-9）へ。当選者の発表は、
プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

令和元年6月生まれのお子さんを募
集します。応募はEメールで受付中
です（応募締切6月3日必着）。
詳細は市ホームページまで。

 宇治っ子

輝け！

#8000小児救急電話相談
（つながらない場合 075-661-5596）

時間 年中無休、19時～翌朝8時（土曜
〈祝日・年末年始を除く〉は15時～）

軽傷の場合は、まず「休日急病診療所等」または
「小児救急電話相談」を利用してください。

医
療
機
関

宇治徳洲会病院 20-1111
※不定期で実施しています。

田辺中央病院（京田辺市） 63-1111
男山病院（八幡市） 075-983-0001
※平日金曜の18時～翌朝8時。

休日・夜間などの急患診療 病気やけがにより緊急で医療が必要な場合利用出来ます。

●比較的症状の軽い患者さんを対応します。
●�新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、受付時間や診療科目な
どを変更する可能性があります。受診の前に、市ホームページを確認す
るか、電話で問い合わせてください。

医
療
機
関

京都きづ川病院（城陽市） 54-1111
※小児科医が対応します。
※日祝の9時～18時。まずはお問い合わせください。

場　所 うじ安心館5階（内科・小児科・歯科）

診療日 日曜・祝日および振替休日、年末年始（12月
31日～1月3日、歯科のみ12月29日～）

受付時間
9時30分～11時30分
13時～16時30分※
※�「歯科」は13時〜14時30分

休日急病診療所 39-9430 FAX 39-9432

子育て応援コーナー
子育てに関する旬な情報をお伝えしている「子育て応援コー
ナー」について、新型コロナウイルス感染症対策として、乳幼児
健診やＢＣＧ予防接種、園庭解放などの事業が中止・延期となっ
ているものがあります。開催状況については、市ホームページを
確認してください（乳幼児健診とＢＣＧ予防接種については個別
でお知らせします）。

子育て
LINE アカウント
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今
年
度
の
市
民
税
・
府
民
税
の
税
額
決
定
・
納
税

通
知
書
と
納
付
書
を
６
月
３
日（
水
）付
で
発
送
し
ま

す
。
第
１
期
納
期
限
は
６
月
３０
日（
火
）で
す
。

《
会
社
等
に
勤
め
て
い
る
人
は
》

　
会
社
等
に
勤
め
て
い
て
、
市
民
税
・
府
民
税
を
給

与
か
ら
引
き
去
り
で
納
め
る
人
に
は
、
勤
務
先
を
通

じ
て「
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書
」を
届
け
ま
す
。

� �

●�

市
民
税
・
府
民
税
が�

�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
で
納
付
出
来
ま
す

　
２
年
度
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
の
支
払
い
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

《
利
用
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
》

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ　
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ

※�

詳
し
い
利
用
方
法
は
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

《
支
払
・
納
付
方
法
》

　
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

納
付
書
１
枚
に
つ
き
３０
万
円
ま
で
の
も
の
が
利
用
可
能

《
注
意
事
項
》

・�

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
利
用
出
来
ま
せ
ん
。

・�

納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
が
無
い
場
合
や
、
バ
ー
コ
ー

ド
が
読
み
取
れ
な
い
場
合
は
利
用
出
来
ま
せ
ん
。

・�

領
収
証（
書
）は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

・�

支
払
い
に
は
事
前
に
各
サ
ー

ビ
ス
へ
の
チ
ャ
ー
ジ
が
必
要

で
す
。

問
◎
課
税
に
関
す
る
こ
と
＝
市

民
税
課（

２０
・
８
７
１
８
）◎

納
税
に
関
す
る
こ
と
＝
納
税
課

（

２０
・
８
７
２
０
）

　
京
都
文
教
大
学
・
短
期
大
学（
槇
島
町
千
足
）

で
開
講
中
の「
高
齢
者
ア
カ
デ
ミ
ー
」の
８
期
生

を
募
集
し
ま
す
。
様
々
な
科
目
を
、
同
世
代
の

仲
間
や
現
役
の
大
学
生
と
共
に
学
べ
ま
す
。
学

び
を
通
し
て
、
新
た
な
発
見
や
出
会
い
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
パ
ソ
コ
ン
や
学
習
面
な
ど

の
不
安
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

《
期
間
》

９
月
か
ら
2
年
間（
秋
学
期
と
春
学
期
あ
り
）

《
対
象
》

市
内
在
住
の
６５
歳
以
上（
昭
和
３０
年
９
月
１

日
以
前
生
ま
れ
）の
人

《
定
員
》４０
人
程
度

《
受
講
料
》

　
各
学
期
１
万
５
千
円（
別
途
要
教
材
費
）

《
内
容
》次
の
と
お
り

○�

週
１
回
の
科
目
履
修�

�

「
生
き
る
・
暮
ら
し
」「
国
際
・
教
養
」「
社

会
・
経
済
」「
心
理
・
福
祉
」の
４
つ
の
科
目

群（
約
１４０
科
目
）か
ら
1
年
間
で
２
科
目（
１

学
期
１
科
目
×
２
期
）の
履
修
が
出
来
ま
す
。

○�

ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ワ
ー�

�

月
１
回
、
自
主
企
画
や
特
別
講
義
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
等
を
行
い
、
地
域
貢
献
の
在
り
方

な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

《
申
し
込
み
》

受
講
願
書
を
、
６
月
１
日（
月
）～
8
月
14
日

（
金
）（
必
着
）に
、
郵
送
か
健
康
生
き
が
い
課

窓
口
へ
。
受
講
願
書
は
、
申
し
出
に
よ
り
、

同
課
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
選
考
に
当

た
り
、
後
日
面
接
が
あ
り
ま
す
。

問
同
課（

22
・
3
1
4
1〈
内
線
2
3
4
8
〉）

●�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
！

◎�

裏
面
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
他
人
に
見
ら
れ
て

も
、
個
人
情
報
を
一
元
管
理
す
る
仕
組
み
で

は
な
い
た
め
、
情
報
が
芋
づ
る
式
に
漏
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
情
報
を
1
カ
所
に
集

め
て
管
理
す
る
仕
組
み
で
は
な
い
た
め
、
国

か
ら
預
貯
金
額
や
医
療
情
報
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
情
報
を
監
視
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◎�

カ
ー
ド
の
I
C
チ
ッ
プ
に
は
税
や
年
金
な

ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
情
報
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
カ
ー
ド
の
利
用
に
は

暗
証
番
号
の
認
証
が
必
要
な
た
め
、
他
人
が

悪
用
出
来
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
不
正
に
情
報
を

読
み
出
そ
う
と
す
る
と
I
C
チ
ッ
プ
が
壊

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●�

通
知
カ
ー
ド
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た

《
廃
止
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
》

◎�

通
知
カ
ー
ド
の
交
付
及
び
再
交
付
は
出
来
な

く
な
り
ま
し
た
。

◎�

氏
名
や
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
て
も
、
通
知

カ
ー
ド
裏
面
の
追
記
欄
へ
の
記
載
は
行
わ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
廃
止
後
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
証
明
》

　

�

氏
名
や
住
所
等
に
変
更
の
な
い
通
知
カ
ー
ド

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
証
明
用
に
使
用
出
来
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
大
事
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
２２
日
ま
で
に
記
載
事
項（
氏
名
、
住
所

等
）の
変
更
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
や
廃

止
後
に
記
載
事
項
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
通

知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

た
住
民
票
の
写
し
ま
た
は
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
証
明
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

《
廃
止
後
に
初
め
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
付
番
さ

れ
る
場
合
》

　
個
人
番
号
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
個
人
番

号
通
知
書
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
証
明
と
し
て

は
利
用
出
来
ま
せ
ん
。

　
通
知
カ
ー
ド
の
廃
止
に
つ
い
て
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
出
来
ま
す
。

●�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

・�
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
の
申
請
書
に
よ
る�

�
郵
便
申
請

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
申
請

・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
申
請

・
ま
ち
な
か
の
証
明
用
写
真
機
か
ら
の
申
請

・
市
役
所
で
発
行
す
る
申
請
書
で
の
申
請

�

な
ど

　
詳
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
で
確
認
出

来
ま
す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（

0120



・
95
・
0178



）

※�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
っ
て「
5
番
」を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

《
受
付
時
間
》

○
平
日　
午
前
9
時
半
～
午
後
8
時

○�

土
日
祝　
午
前
9
時
半
～
午
後
5
時
半（
年

末
年
始
を
除
く
）

※�

紛
失
・
盗
難
に
よ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
一

時
利
用
停
止
に
つ
い
て
は
24
時
間
365
日
受
付

市
民
税
・
府
民
税
税
額
決
定
・

納
税
通
知
書
の
送
付

ま
す
ま
す
身
近
に

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マイナンバーカード！
くらしを便利に！ �

●�

誰
で
も
作
れ
る

公
的
な
本
人
確
認
の
証
明
書
！

・�

窓
口
な
ど
で
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の

証
明
が
簡
単
に

・�

旧
姓
も
追
記
可
能

（うら面）

（おもて面）

みほん

PayPay LinePay

高
齢
者
ア
カ
デ
ミ
ー

受
講
生
募
集

募 集

古
典
の
日
朗
読
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

　
課
題
作
品『
源
氏
物
語
』の
指
定
範
囲
を

朗
読
。
７
月
１
日（
水
）～
８
月
5
日（
水
）

（
必
着
）に
、
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
古
典
の
日
推
進
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
HPhttp://w

w
w
.kotennohi.jp/

）

で
確
認
出
来
ま
す
。

問（
公
財
）京
都
文
化
交
流
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー（

075
・
353
・
3
0
6
0
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
ま
で
に
は
、
１
カ
月
半
程
度
の
時
間
を
要

し
ま
す
。
現
在
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
、
特
別
定
額

給
付
金
は
、
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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情
報
B
O
X

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
掲
載
後
に
事
業
の
中
止
や
延
期
等
が

決
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
開
催

状
況
に
つ
い
て
は
、
各
記
事

に
掲
載
の
問
い
合
わ
せ
先
に

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ど
も

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
６
月
上
旬
に「
現
況
届
」を
送
付
し
ま
す
。
６

月
３０
日（
火
）（
必
着
）ま
で
に
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
中
学
校
修
了
前
の
児
童

（
施
設
入
所
等
の
児
童
を
除
く
）を
養
育
し
て
い

る
人
で
、
受
給
し
て
い
な
い
場
合
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。

申
同
封
の
封
筒
で
、
郵
送
か
こ
ど
も
福
祉
課
窓

口
へ
。
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を

「
飲
み
水
を
　
未
来
に
つ
な
ご
う

�

ぼ
く
た
ち
で
」

　
6
月
1
日
か
ら
7
日
は
水
道
週
間
で
す
。
水

は
今
や
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
で
、
蛇
口
を
ひ

ね
れ
ば
き
れ
い
な
水
道
水
が
出
て
き
ま
す
。
未

来
の
子
ど
も
に
こ
の
水
道
水
を
つ
な
い
で
い
く

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
高
め
て
水
を

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
こ
れ
か
ら
も

安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
を
届
け
る
た
め
に
、

水
道
水
の
安
定
供
給
や
安
全
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
水
道
総
務
課

「
選
挙
の
あ
ゆ
み
」を
作
成
し
ま
し
た

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
と
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
で
は
、
元
年
７
月
執
行
の
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
ま
で
の
結
果
を
加
え
た「
選
挙
の
あ

ゆ
み
」を
作
成
し
ま
し
た
。
希
望
者
は
、
同
委

員
会
事
務
局
へ
。

問
同
委
員
会
事
務
局

審
議
会
の
傍
聴

　
関
連
資
料
は
当
日
、
市
役
所
1
階
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
で
縦
覧
出
来
ま
す
。

●●
個
人
情
報
保
護
審
議
会

時
７
月
２
日（
木
）午
前
１０
時
～

所
市
役
所
３
階
３０２
会
議
室

定
先
５
人

内
元
年
度
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況
の
報

告
等

申
当
日
、
午
前
９
時
半
～
９
時
５０
分
に
開
催
場

所
受
付
へ
。
関
連
資
料
は
当
日
、
市
役
所
１
階

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
縦
覧
出
来
ま
す
。

問
総
務
課

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

国
勢
調
査
員
の
募
集

　
２
年
１０
月
１
日
現
在
を
基
準
日
と
し
て
、
全

国
一
斉
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
市
で

は
、
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
出
来
る

人
を
、
継
続
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
選
考
要
件
》◎
２
年
８
月
２７
日
現
在
、
原
則
２０

歳
以
上
の
人
◎
秘
密
の
保
護
に
関
し
て
信
頼
の

お
け
る
人
◎
警
察
及
び
選
挙
に
直
接
関
係
の
な

い
人
◎
暴
力
団
員
及
び
暴
力
団
関
係
者
で
な

い
人　

《
業
務
概
要
》◎
説
明
会
に
出
席
し
、
世
帯
に
対

し
て「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
利
用
ガ
イ
ド
」及

び「
調
査
票
」を
配
布
◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

を
利
用
し
な
か
っ
た
世
帯
に
対
し
て
、
調
査
票

の
回
収
及
び
整
理
等
を
行
う

《
担
当
調
査
区
数
》原
則
２
～
３
調
査
区（
２
調

査
区
で
８０
世
帯
～
１５０
世
帯
を
予
定
）

《
任
命
期
間
》８
月
２７
日（
木
）～
１０
月
２６
日（
月
）

《
報
酬
》受
け
持
ち
世
帯
数
等
に
よ
り
変
わ
る
予

定（
２
調
査
区
を
担
当
す
る
場
合
、
７
万
円
程

度
を
予
定
）

《
募
集
人
数
》６００
人
程
度

申
所
定
の
申
込
書
に
証
明
写
真
2
枚（
縦
4
㎝

×
横
3
㎝
）を
添
え
、
郵
送
か
政
策
総
務
課
窓

口
へ
。
募
集
人
数
の
定
員
に
達
し
次
第
、
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
。
募
集
要
項
・
申
込
書
は

同
課
に
あ
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
出
来
ま
す
。

２
年
度
競
争
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請（
追
加
用
）

《
申
請
期
間
》7
月
1
日（
水
）～
14
日（
火
）

《
対
象
》市
内
に
本
店
を
有
す
る
業
者
及
び

市
外
に
本
店
を
有
す
る
業
者

《
受
付
区
分
》建
設
工
事
関
係
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
、
物
品
関
係
、

役
務
関
係

《
申
請
方
法
》必
要
書
類
を
、
申
請
期
間
内

（
消
印
有
効
）
に
、
郵
送
で
、
契
約
課

（
〒
611
・
8
5
01

宇
治
琵
琶
33
）へ
。

な
お
、
持
参
の
場
合
、
書
類
の
受
け
取
り

は
行
い
ま
す
が
、
窓
口
で
の
審
査
は
行
い

ま
せ
ん
。
審
査
結
果
等
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
申
請
要
領
で
確
認
出
来
ま
す
。

問
契
約
課（

20
・
871


6
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
発
生

を
い
ち
早
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
正
し
く

設
置
し
、
適
正
に
維
持
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

設
置
場
所
・
機
種

寝
室�

�

（
普
段
か
ら
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
）

階
段�

�

（
２
階
や
３
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）

台
所�

�

（
宇
治
市
に
在
住
の
場
合
）

★ 

維
持
管
理
の
ポ
イ
ン
ト 

★

◎�

お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
！�

�

汚
れ
て
い
る
と
火
災
を
感
知
し
に
く
く

な
り
ま
す
。
汚
れ
が
目
立
っ
て
き
た

ら
、
乾
い
た
布
で
拭
き
取
り
ま
し
ょ

う
。

◎�

定
期
的
に
作
動
確
認
し
ま
し
ょ
う
！��

ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、
ひ
も
を
引
い
た

り
し
て
作
動
確
認
出
来
ま
す
。

★ 

１０
年
が
交
換
の
目
安
で
す 

★

　
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池

切
れ
な
ど
に
よ
り
、
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
予
防
課（

39
・
9
4
02

）

設
置
・
点
検
し
て
い
ま
す
か

 
住
宅
用

   
火
災
警
報
器

煙式煙式熱式

「
空
き
家
再
生
・
利
活
用
コ
ン
ペ
」

募
集
期
間
等
を
延
長
し
ま
し
た

　
現
在
、
空
き
家
を
再
生
し
、
利
活
用
す

る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
提

案（「
空
き
家
再
生
・
利
活
用
コ
ン
ペ
」）を

募
集
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、
左
記
の
と

お
り
募
集
期
間
等
を
延
長
し
ま
し
た
。

《
事
前
相
談
期
間
》5
月
15
日（
金
）ま
で

→
8
月
14
日（
金
）ま
で

《
募
集
期
間
》6
月
15
日（
月
）ま
で

→
9
月
15
日（
火
）ま
で

問
住
宅
課
空
き
家
対
策
室（

21
・
0
4
18

）

市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
公
開
延
期

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
る
、
ゲ
ー
ム
申
請

の
事
務
手
続
き
の
遅
延
等

か
ら
、「
令
和
2
年
春
以

降
」と
し
て
い
た
ゲ
ー
ム
公

開
時
期
を
延
期
し
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

そ
の
他

こ
ど
も

15 14

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。



広
報 う
じ

宇
治
市
政
だ
よ
り
が
届
か
な
い
と
き
は
、配
布
委
託
先
 読
売
中
央
販
売（
株
）

06-6315-5751
へ

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

	
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課
〒611-8501 宇治市宇治琵琶33　 22-3141（代表）　FAX20-8779
宇治市ホームページ
https://www.city.uji.kyoto.jp/

 宇治市公式 Facebook
https://www.facebook.com/ujicity

 宇治市公式 YouTube
https://www.youtube.com/user/ujicity

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、メールで
随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

右のQRコードを読みとって、
市ホームページからも
回答出来ます。

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください

・世帯数	 84,677世帯（前月比+385世帯）	・男 性	 89,956 人
・人　口	 185,691人（前月比+219人）	 ・女 性	 95,735 人市の人口 ［令和2年5月1日現在］

　

昨
年
7
月

1
日
か
ら
8

月
31
日
に
か

け
て
の
熱
中

症
と
み
ら
れ

る
搬
送
者
は

80
人
で
、
年

代
別
で
は
75
歳
以
上
が
36
％
を
占
め
、
こ

の
内
38
％
が
入
院
の
必
要
な
重
い
症
状
で

し
た
。

　

場
所
別
で
は
道
路
が
52
％
で
最
も
多

く
、
次
い
で
住
居
が
34
％
、
一
昨
年
に
比

べ
、
道
路
で
の
発
生
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
75
歳
以
上
で
道
路
上
に
て
熱
中
症
を
発

症
し
た
15
人
の
内
、
搬
送
要
請
の
時
間
別

で
み
る
と
、
午
前
中
が
20
％
、
気
温
が
上

が
り
や
す
い
正
午
か
ら
午
後
5
時
ま
で
が

80
％
、
夕
方
以
降
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

一
昨
年
に
比
べ
、
比
較
的
気
温
が
低

か
っ
た
た
め
、
昼
間
に
外
出
し
た
人
が
多

く
、
熱
中
症
の
発
生
件
数
が
増
加
し
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。

　
ま
た
、
75
歳
以
上
で
住
居
に
て
熱
中
症

を
発
症
し
た
10
人
の
内
、
搬
送
要
請
の
時

間
別
で
み
る
と
、
午
前
中
が
50
%
、
正
午

か
ら
午
後
5
時
ま
で
が
10
%
、
夕
方
以
降

は
40
% 

で
し
た
。

　
住
居
に
お
い
て
は
、
外
気
温
が
低
い
時

間
帯
に
も
発
症
し
た
人
が
多
い
の
は
、
室

温
管
理
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
し
ま
す
。

　
昼
間
、
気
温
が
高
い
時
間
帯
で
の
外
出

は
、
熱
中
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
り

ま
す
の
で
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
マ

ス
ク
ま
た
、
屋
外
よ
り
気
温
の
低
い
住
居

に
お
い
て
も
、
熱
中
症
を
発
症
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
適
切
な
室
温
管
理
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
予
防
策

○�

運
動
は
な
る
べ
く
涼
し
い
時
間
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

○�

運
動
時
は
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

○�

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

○�

軽
装
で
通
気
性
の
良
い
も
の
を
着
ま

し
ょ
う
。

○�

外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

○�
室
温
２８
℃
を
越
え
な
い
よ
う
に
、
エ
ア
コ

ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら

○�

涼
し
い
場
所
に
移
動
さ
せ
、
衣
服
を
ゆ

る
め
て
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

○�

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
、
扇
風
機
・
う
ち

わ
な
ど
で
風
を
あ
て
、
体
を
冷
や
し
ま

し
ょ
う
。

○�

冷
た
い
水
で
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
で
、
脇

の
下
や
太
も
も
の
つ
け
ね
な
ど
を
冷
や

し
ま
し
ょ
う
。

○�

飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
水
分
を
少
し

ず
つ
頻
回
に
取
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

○�

症
状
が
改
善
し
な
け
れ
ば
、
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

宇
治

市
政

だ
よ

り
6月

1日
号

令
和
2年（

2020年
）6月

1日
発
行
 第
1841号

そうね。まずは、いつでも避難出来るよう
に非常用持ち出し袋を作っておくのはどう？

重要なのは、あったら便利なものではなく、無く
てはならないものを準備しておくことよ！
例えば、お水や食糧、普段飲んでいるお薬とかね。
あとはラジオ、懐中電灯、電池も忘れずにね！

夏
場
等
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
際
、、

熱
中
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

（ 問 警防救急課）

正しい知識を身につけ、
熱中症事故を予防しましょう。

（ 問 危機管理室） （ 問 環境企画課）

ちはや姫の
ちょっと役立つ
豆知識でした！

「非常用持ち出し袋」を
� 作ろう！
ちはや～。
雨の多い季節になってきたね。災害が起
こった時のために、何か準備をしたいんで
しゅけど、何から始めたら良いでしゅか？

わかったでしゅ！荷物がいっぱいで持
ちきれないから、きちんと考えて選
ばないといけないでしゅネ！

わかったでしゅ！
何を入れようかな。そうだ！マンガとゲームと～。

ちはや姫

　昭和47年6月5日にストックホルムで開催さ
れた「国連人間環境会議」を記念して定められま
した。平成3年から6月を「環境月間」とし、日本
全国で広く環境保全の取り組みが行われていま
す。
　この機会に、皆さんに環境保全についての関心
と理解を深めてもらうと共に、市でも昨年4月に
クールチョイス宣言を行ったことから、地球温暖
化対策の取り組みの推進を
図る「クールチョイス」運動
にも積極的なご参加をお願
いします。詳しくは市ホー
ムページをご覧ください。

６月５日 は
　環境の日です！

おうじちゃま

各課からのコラムをご紹介！

https://www.city.uji.kyoto.jp/
https://www.facebook.com/ujicity
https://www.youtube.com/user/ujicity
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/6841.html



